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都市自治体とツーリズム政策

観光による地域振興について

東洋大学国際観光学部教授 古屋 秀樹

本論では、観光振興とその効果発現に向けた試案を、需要側と供給側からの視点整理、事例紹介とと

もに示す。まず、需要側では、旅行者の移動・意向分析から、データに基づいたニーズ把握、マーケティ

ング活動の重要性を指摘した。観光地サイドの視点に加えて、意思決定主体の思考に寄り添いながら取

り組むことが重要といえる。

また、供給側では、効果的な推進体制づくり、基盤整備とプロモーションの実施、観光地の利用強度

のマネジメント、事業評価を取り上げた。プロモーションや観光地マネジメントは、とかく経験と勘に

頼りがちになるが、適切な事業評価によってチェックを行い、関係主体の互酬性を担保しながら、継続

的に観光振興に取り組むことが重要と考えられる。

はじめに

超少子高齢社会の中で、観光は地域発展の

エンジンとして期待されている。その中で

も、特にインバウンド観光は訪日外客数の増

加が堅調のため有望な市場と言われることが

多い。そして、本年1月7日に国際観光旅客

税の徴収がはじまった。300 億円超の財源を

活用して、高次元な観光施策の展開を目指す

ものであり、その使途の基本方針として、①

ストレスフリーな旅行環境の整備、②我が国

の多様な魅力に関する情報の入手の容易化、

③資源整備等による地域での体験滞在の満足

度向上、が設定されている。いずれも地域で

の観光振興と密接に関わるため、それを活用

した施策実施とその効果が期待される。

観光振興がもたらす効果は、とかく経済面

が着目されるが、表1に示すように物理的、

社会的、心理的、文化的な効果も期待される。

観光欲求が満たされる来訪者や消費行動によ

る商業への恩恵、地域への経済効果だけでは

なく、地域住民のシビックプライドや地域へ

の愛着（アタッチメント）の醸成は、巡り巡っ

て地域の観光魅力となる。

このような多様なメリットが想定できる観

光振興であるが、十分な誘客が実現せず、期

待された効果が発現しない地域も散見され

る。インバウンド観光では、大都市からの周

遊促進が指摘されているが、時間や費用制約
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の中で、周辺地域への誘いは容易なものでは

ない。本論ではその効果の発現に向けて、

Ⅰ．旅行者ニーズの的確な把握（需要側）、

Ⅱ．地域の体制整備・取り組みの方向性

（供給側）、

以上の観点から考察を行うものとする。

1 旅行者ニーズの的確な把握

(1）観光需要の現状、今後の動向について

世界における今後の旅行流動についてみる

と、国連世界観光機関（UNWTO）では、旅

行需要が 2010 年から 2030 年にかけて倍増す

るとの推定のもとで、2018 年の国外旅行者総

数（到着ベース）を 14 億人（対前年比6％増）

と報告している2。一方、短期動向の中で旅

行者態度指数（Traveler Sentiment Index）3

をみると、リーマンショック（2008 年）、ギリ

シャの財政問題（2009 年）に端を発する債務

危機、そして東日本大震災が発生した 2011

年ごろを底にしながら、2017 年末まで指数は

20 四半期連続の拡大期となり、ヨーロッパ中

央銀行による量的緩和策の実施、中国・人民

元の切り下げが追い風になっていたといえ

る。しかしながら、2018 年は減速に転じたと

され、2019 年では米国・中国の景気後退、米

中貿易摩擦、英国の EU離脱、難民問題、ナ

ショナリズムやポピュリズム（大衆迎合主

義）思想の広がりは国際交流に影を落としか

ねない。一方で、新興国の経済発展・所得増

加、世界的な若年層人口の増加などの追い風

もあり、今後、注視する必要がある。

さて、日本に目を向けると、表2に示すよ

うに訪日外国人旅行者数は 2018 年に 3119 万

人（対前年比 8.7%増、日本政府観光局発表）

となった。また、総消費額も 4.5 兆円（対前

年比 2.0％増）となり、その規模は日本人国

内旅行関連消費額（4.9 兆円、2016 年）とほ

ぼ同程度である。このように拡大する訪日

マーケットであるが、訪日外国人旅行者1名

あたり消費額では 15.3 万円（対前年比 0.7％

減）となっている。減少の理由として、調査
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表2 訪日外客数ならびに消費額

訪日外客数

4.5 兆円
(2.0%増)

15.3 万円/人
(0.7%減)

4.4 兆円
(17.8％増)

15.4 万円/人
（1.3％減）

訪日外客
総消費額4

訪日外客 1人
あたり消費額5

3119 万人
(8.7%増)7

－－3550 万人8
（13.8％増）2019

2869 万人
(対前年比
19.3%増)6

年次

2017

2018

表1 観光振興による効果1

・観光収入の増加
・雇用の創出

プラス効果

社会的効果

・個々の活動の商
業化

・ホスト地域に関
する守りの姿
勢・相互理解不
足にもとづく訪
問客への敵対心

・ Greed Factor

(貪 欲さ) の 浸
透・過度な都市
化等，望ましく
ないトレンドの
加速

・環境面でのダ
メージ

・混雑

・特別イベント開
催時の物価上昇

・不動産市場の投
機

マイナス効果

心理的効果

・地域住民の経済
的搾取・政治的
価値を反映させ
るためのイベン
トの本当の意味
の歪曲

・地域とその価値
観の国際的な認
知度向上

・地域政府や住民
が持つ政治的価
値観の伝達

政治的効果

・他の文化と生活
様式に触れるこ
とを通じた新し
いアイディアの
創出

・地域の伝統と価
値観の強化

・地域のプライド
と コ ミ ュ ニ
ティ・スピリッ
トの醸成

・地域外の感じ方
に対する意識の
強化

・ボランティアを
通じたコミュニ
ティの強化

・新規施設の建設
・地域インフラの
改善

分野
経済効果

物理的効果

文化的効果

19-01-365　126 3-1_テーマ(古屋先生）観光における地域振興...  Page 2 19/04/11 09:11  v5.51

都市自治体とツーリズム政策

観光による地域振興について

東洋大学国際観光学部教授 古屋 秀樹

本論では、観光振興とその効果発現に向けた試案を、需要側と供給側からの視点整理、事例紹介とと

もに示す。まず、需要側では、旅行者の移動・意向分析から、データに基づいたニーズ把握、マーケティ

ング活動の重要性を指摘した。観光地サイドの視点に加えて、意思決定主体の思考に寄り添いながら取

り組むことが重要といえる。

また、供給側では、効果的な推進体制づくり、基盤整備とプロモーションの実施、観光地の利用強度

のマネジメント、事業評価を取り上げた。プロモーションや観光地マネジメントは、とかく経験と勘に

頼りがちになるが、適切な事業評価によってチェックを行い、関係主体の互酬性を担保しながら、継続

的に観光振興に取り組むことが重要と考えられる。

はじめに

超少子高齢社会の中で、観光は地域発展の

エンジンとして期待されている。その中で

も、特にインバウンド観光は訪日外客数の増

加が堅調のため有望な市場と言われることが

多い。そして、本年1月7日に国際観光旅客

税の徴収がはじまった。300 億円超の財源を

活用して、高次元な観光施策の展開を目指す

ものであり、その使途の基本方針として、①

ストレスフリーな旅行環境の整備、②我が国

の多様な魅力に関する情報の入手の容易化、

③資源整備等による地域での体験滞在の満足

度向上、が設定されている。いずれも地域で

の観光振興と密接に関わるため、それを活用

した施策実施とその効果が期待される。

観光振興がもたらす効果は、とかく経済面

が着目されるが、表1に示すように物理的、

社会的、心理的、文化的な効果も期待される。

観光欲求が満たされる来訪者や消費行動によ

る商業への恩恵、地域への経済効果だけでは

なく、地域住民のシビックプライドや地域へ

の愛着（アタッチメント）の醸成は、巡り巡っ

て地域の観光魅力となる。

このような多様なメリットが想定できる観

光振興であるが、十分な誘客が実現せず、期

待された効果が発現しない地域も散見され

る。インバウンド観光では、大都市からの周

遊促進が指摘されているが、時間や費用制約

都市とガバナンス Vol.31

都市自治体とツーリズム政策

126

テーマ

Copyright 2019 The Authors. Copyright 2019 Japan Municipal Research Center. All Rights Reserved.



19-01-365　126 3-1_テーマ(古屋先生）観光における地域振興...  Page 4 19/04/11 09:11  v5.51

対象に短期滞在者であるクルーズ船利用の訪

日客が含まれたこと、リピータ客増加が考え

られる。主要マーケットのリピータ比率は、

香港 87.4％、台湾 82.7％、韓国 76.4％など

東アジアで高く、全国籍・地域でも 61.9％と

なっており（観光庁調査4）、今後も増加が予

想される。これより、訪日インバウンドが他

国との競合の中で優位性を維持し、旅行者に

選好されるためには、新たな体験メニューや

ストーリー設定など多面的な魅力創出を欠か

すことができない。

(2）旅行者ニーズ・行動の把握

「観光行動」は、口コミ、ネット情報などを

頼りに、「自分も同じ体験をしたい、同じ空間

に身をおいてみたい」との思いを実行動を通

じて達成する「確認行動」と言われる。した

がって、旅行者誘客のためには、当該地での

「確認行動」を生起させる動機付けが不可欠

であり、交通等に費やす時間と費用を凌駕す

るメリットをどう提供するか、その検討のた

めに旅行者ニーズを的確に汲み取ることが重

要となる。

（ア）全国レベルの流動実態の把握9

ここでは訪日外国人旅行者の実行動データ

を用いた旅行者意向の分析事例を紹介した

い。分析では、訪日外国人消費動向調査デー

タ（観光庁、2015・16 年、N=79,739 人）を用

いながら、旅行者の訪問地の組み合わせか

ら、その類似度にもとづいて訪問パターンの

類型化を行い、それによる旅行ニーズの把握

と個人属性との関係性把握を行っている。

分析の結果、表3に示すように訪日外国人

の訪問地を9個のパターン、35 個のサブパ

ターンに類型化できた。例えばパターン1

（北海道）は、訪日外国人の9 %を占め、そ

れを構成するサブパターンは道南1（札幌、

小樽、函館を訪問）、道南2（道南1に登別、

洞爺湖も追加）、道央（富良野・旭川）、道東

（層雲峡、阿寒、池田町）から構成される。ま

た、国籍･地域別パターン選択率が高いもの

を最右欄に示すが、北海道、九州、沖縄など

の自然が卓越した地域では台湾、香港からの

旅行者が選好する傾向を示す。さらに、近接

性などから韓国人は近畿、九州を、米国人、

英国人は東京周辺に加え、広島を含むゴール

デンルート（以下、GR）でも高い傾向を示す。

GR1、GR2は主要な広域ルートであるが、

その選択率が高いのは中国人、インドネシア

人となっている。

これより、例えば東京周辺（パターン2）

では、他の地域を周遊することなく、東京で
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表3 訪日外国人訪問パターンの類型化

名称

9%

①道南1，②道南2，
③道央，④道東9% 台湾

香港

主要サブパターン比率 選択率上位
の国籍等

タイ
英国

⑧東京＋軽井沢・長
野，⑨東京＋河口湖・
日光

9%

米国
英国

関東

⑤秋葉原，⑥鎌倉，
⑦赤坂

東京
周辺

3

2

北海
道

⑪東京⇔京阪（京阪
訪問率：高），⑫昇龍
道等の広域

13%

パタ
ーン

GR25

中国
インドネ
シア

⑩東京⇔京阪（東京
訪問率：高）10%GR14

英国
米国⑬ GRに広島が付加11%広島6

インドネ
シア
英国

韓国
香港

⑰福岡，⑱福岡＋大
分，⑲福岡＋長崎

1

11%九州8

韓国
香港

⑭京阪，⑮京阪神，
⑯京阪奈神13%近畿7

香港
台湾⑳那覇・本部7%沖縄9
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周遊が完結され、訪問地の組み合わせから、

秋葉原を核としたアニメ指向（中国人、タイ

人）、日本文化を体験する鎌倉、川崎との周遊

や赤坂・六本木を核とするナイトツーリズム

（欧米）などの旅行者ニーズで構成されるこ

とがわかる。特定の地域を深く訪問する形態

は、中国語で「深度遊」と呼ばれ、増加傾向

を示す。これに対して、関東（パターン3）

では、東京都を共通の訪問先としながらも、

長野や栃木まで訪問しており、都市観光と自

然・スポーツや歴史資源とをあわせた旅行

ニーズが表出したものといえ、タイ人や英国

人に訴求力を持つといえる。

一方、比較的広域に移動するものは、第4

～第6パターンが該当し、訪日マーケット全

体の 34%を占め、定番となるゴールデンルー

トに加えて、昇龍道などが含まれている。

さて、訪日回数の増加にともない訪問パ

ターンの選択はどう変わるのであろうか。東

京周辺（パターン2）の比率をもとに考える

と、代表例は下記の通りである。

・台湾：東京周辺・減少⇒北海道、九州・増

加

・中国、米国：GR・減少⇒東京周辺・増加

（東京都への訪問率：相殺されて変化少）

・韓国：変化なし（近畿・減少⇒北海道・増

加）

以上から、来訪者の特性把握に加えて、他

地域との立ち寄りを俯瞰することにより、旅

行のテーマ・ストーリーを類推できる。その

ため、旅行者の行動やニーズ把握、さらには

データに基づいたマーケティング活動は欠か

せないといえる。

（イ）SNS・旅行記データを用いた意向把握

次に、旅行者の意向、評価を直接的にくみ

取ることを想定して、中国における最大級の

旅行ポータルサイト「馬蜂窝（Mafengwo・

マァファンウォ）」上の旅行記による訪日中

国人旅行者の意向分析事例10を紹介する。旅

行記は SNSのため利用者の偏りが考えられ

るものの、より広範な意見を収集できるメ

リットがある。2017 年4月上旬～11 月上旬

にかけて収集した 16,734 編の旅行記等を用

いながら、記述内容の類似度に基づいて旅行

記を類型化する手法により分析した。

まず、訪問地の組み合わせパターンでは、

ゴールデンルート 13％、関東6％、北海道お

よび中部各4％、近畿および九州各3％と

なったが、それを上回ったのが特定地域を深

く訪問する「深度遊」形態の訪問（63％）で

あった。さらに、旅行における活動・コンテ

ンツについても歴史･文化体験、自然･景勝地

観光、テーマパーク、繁華街の街歩き、ショッ

ピングが上位になったが、親子旅行、旅館に

宿泊、美術館等のニッチ体験が各5％以下で

あったが指摘されている。

表4は同一都道府県内における深い活動と

みなせた深度遊形態の旅行立ち寄り地とその

体験を示したものである。桜観賞や花火大会

参加（東京都）、紅葉観賞（京都府）、紫陽花観

賞（神奈川県）、スキー、道央花巡り（北海道）

など季節性の高い形態が詳しく記述されてお

り、その他でアニメや大学文化体験などニッ

チな活動形態がみとめられる。

また、図1は主要旅行パターンと個人属性

との関連性を示したものである。構成割合が

高いものを示しているが、それぞれのパター
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想される。これより、訪日インバウンドが他

国との競合の中で優位性を維持し、旅行者に

選好されるためには、新たな体験メニューや

ストーリー設定など多面的な魅力創出を欠か

すことができない。

(2）旅行者ニーズ・行動の把握

「観光行動」は、口コミ、ネット情報などを

頼りに、「自分も同じ体験をしたい、同じ空間

に身をおいてみたい」との思いを実行動を通

じて達成する「確認行動」と言われる。した

がって、旅行者誘客のためには、当該地での

「確認行動」を生起させる動機付けが不可欠

であり、交通等に費やす時間と費用を凌駕す

るメリットをどう提供するか、その検討のた

めに旅行者ニーズを的確に汲み取ることが重

要となる。

（ア）全国レベルの流動実態の把握9

ここでは訪日外国人旅行者の実行動データ

を用いた旅行者意向の分析事例を紹介した

い。分析では、訪日外国人消費動向調査デー

タ（観光庁、2015・16 年、N=79,739 人）を用

いながら、旅行者の訪問地の組み合わせか

ら、その類似度にもとづいて訪問パターンの

類型化を行い、それによる旅行ニーズの把握

と個人属性との関係性把握を行っている。

分析の結果、表3に示すように訪日外国人

の訪問地を9個のパターン、35 個のサブパ

ターンに類型化できた。例えばパターン1

（北海道）は、訪日外国人の9 %を占め、そ

れを構成するサブパターンは道南1（札幌、

小樽、函館を訪問）、道南2（道南1に登別、

洞爺湖も追加）、道央（富良野・旭川）、道東

（層雲峡、阿寒、池田町）から構成される。ま

た、国籍･地域別パターン選択率が高いもの

を最右欄に示すが、北海道、九州、沖縄など

の自然が卓越した地域では台湾、香港からの

旅行者が選好する傾向を示す。さらに、近接

性などから韓国人は近畿、九州を、米国人、

英国人は東京周辺に加え、広島を含むゴール

デンルート（以下、GR）でも高い傾向を示す。

GR1、GR2は主要な広域ルートであるが、

その選択率が高いのは中国人、インドネシア

人となっている。

これより、例えば東京周辺（パターン2）

では、他の地域を周遊することなく、東京で

都市とガバナンス Vol.31

都市自治体とツーリズム政策

128

表3 訪日外国人訪問パターンの類型化

名称

9%

①道南1，②道南2，
③道央，④道東9% 台湾

香港

主要サブパターン比率 選択率上位
の国籍等

タイ
英国

⑧東京＋軽井沢・長
野，⑨東京＋河口湖・
日光

9%

米国
英国

関東

⑤秋葉原，⑥鎌倉，
⑦赤坂

東京
周辺

3

2

北海
道

⑪東京⇔京阪（京阪
訪問率：高），⑫昇龍
道等の広域

13%

パタ
ーン

GR25

中国
インドネ
シア

⑩東京⇔京阪（東京
訪問率：高）10%GR14

英国
米国⑬ GRに広島が付加11%広島6

インドネ
シア
英国

韓国
香港

⑰福岡，⑱福岡＋大
分，⑲福岡＋長崎

1

11%九州8

韓国
香港

⑭京阪，⑮京阪神，
⑯京阪奈神13%近畿7

香港
台湾⑳那覇・本部7%沖縄9
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ンを指向する個人属性が異なり、旅行テーマ

と旅行者ペルソナとの対応が明らかになれ

ば、プロモーションへの活用が期待できる。

2 地域の体制整備・取り組みの方向性

旅行者ニーズの的確な把握を受けて行われ

る観光振興のための取り組み視点について、

4つの観点から考えてみたい。

(1）効果的な推進体制づくり

地域の「稼ぐ力」を引き出しながら「観光

地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵

取り役として日本版 DMO（Destination

Management Organization）が数多く設立

されている。高次元の観光振興・施策が期待

される DMOであるが、それを効果的、効率

的に運用するためには、人材育成までを含ん

だ関係者のマネジメント、財源確保、地域振

興の方向性の共有、以上の相互に関連する3

点が重要と考えられる。

さて、欧米では、すでに数多くの DMOや

TID（Tourism Improvement District）が設

置されているが、表5はその経緯や特徴、観

光振興に対する考え方を示したものである。

これらに着眼して、組織や財源と地域振興と

の方向性との関連について考えてみたい。

まず米国では、もともと当該地区の不動産

保有者・商業者の負担金をもとに、業務地区

の環境改善を試みていた BID（Business

Improvement District）制度が導入されてお

り、それを観光系の地区に適用した歴史があ

る（最初の TIDは西ハリウッドのホテル事

業者（カリフォルニア州）が形成、1992 年）。

さらに、行政からの補助金削減や行政行為の
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表4 深度游地域での旅行形態

①定番巡り(梅田、新世界など)、②グルメ
体験(新世界など)、③テーマーパーク
(USJなど)

地域旅行形態（主要立寄り地点）

大阪府

①古都巡り(清水寺、二条城など)、②紅葉
鑑賞(南禅寺など)、③抹茶体験(宇治市)京都府

①定番巡り(札幌、旭川、函館など)、②ス
キー(ニセコ)、③道央花巡り(富良野)北海道

①箱根巡り、②紫陽花観賞(北鎌倉)、③ア
ニメ(横浜･アンパンマン、湘南・スラムダ
ンク)、

神奈川
県

①定番巡り(新宿高島屋、東京タワー、浅
草)、②お台場巡り、③桜観賞(新宿御苑、
上野)、④テーマパーク(ディズニーラン
ド)、⑤アニメ(東京タワー、三鷹)、⑥花
火大会参加(隅田川、江戸川)、⑦大学文化
体験(早稲田大学、東京大学)

地域

東京都

図1 東京都・主要旅行パターンと個人属性

表5 欧米における観光振興組織の特徴11

米国

・財源：事業者の負
担金が主

・積極的なマーケ
ティングと事業
評価

・国・州・地域の3
層

特徴

・行政からの補助金
削減

・GPRA制度(行政)
-効率的経営

・BID 制度の導入
（自助努力）
→自律的･効率的な
観光振興

歴史的
経緯

・行政主導の観光振
興事例(バカンス
等)

・行政の社会への関
わり
(文化・交通への
補助金，クアオル
トへの補助)

・Place Making，
Place Identity へ
の指向

地域社会との関連
を考慮した効果を
想定

欧州
旅行･誘客を重視し
た受益⇔負担関係

・財源：負担金の他，
行政からの補助
金：多

・地域振興計画内で
観光を位置づけ
（英国）

地域
考え方
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アウトカム（成果）評価のための GPRA法施

行（Government Performance and Results

Act、1994 年）による効率的経営の重視も背

景としてあげられる。例えば、サンフランシ

スコ・トラベル・アソシエーション（非営利

公益法人）は、コンベンション誘致を主要

ミッションとしており、その実施事業が宿泊

業を中心とする観光業に恩恵を与えるとの考

えに基づき、その収益の 71％は宿泊業からの

負担金が占める一方、公的補助金は9％にす

ぎない。この負担金は、宿泊料金に対する一

定料率に基づいて市が徴収し、議会の議決を

介さずに同法人に収める仕組みである。そし

て、歳出では人件費に 49％、観光プロモー

ションに 39％を充てている。以上から、旅

行・観光業という枠の中で収益と事業との関

係が明瞭であり、民間的経営に近い形態で観

光振興が取り組まれているといえる。

一方、欧州では、民間的経営視点よりも観

光による効果をより広範に捉え、住民・従業

者にとって住みやすく、愛着あるまちづくり

が結果として魅力的な観光地域づくりにつな

がるとの考えが根底にあると考えられる。そ

の た め に Place Branding や Place

Attachmentに着眼されている事例も多い。

この場合、事業者からの負担金のほか、行政

からの補助金が財源の多くを占め、DMOと

地方政府が一体となって観光計画や予算を策

定する体制も見られる。これらの背景とし

て、フランスのバカンス制度、山岳・海浜地

域でのリゾート地開発など、行政による積極

的な観光振興への取り組みの歴史があげられ

る。さらには、公的機関による文化活動への

補助（仏）、公共交通維持への補助（仏、独ほ

か）でも行政から比較的多くの補助金が投入

されており、社会をどう維持していくのか、

日本とは異なるフレームを有している。

また、英国に目を向けると LEP（Local

Enterprise Partnership、任意組合）があげ

られる。これは、中央集権システムから脱却

すると同時に、都市間の水平的連携の促進に

よる経済開発のための政策的組織といえ、地

方自治体区分とは異なるゾーニングのもとで

38 団体が設立されている（2019 年1月現在）。

理事会の半数は民間出身者で構成され、活動

資金は、政府や EU（欧州連合）からの競争

資金獲得によって賄われる。LEPはインフ

ラ整備を担わず、製造業、生命科学といった

優先課題についての事業を進めるが、その一

つに観光が位置づけられている事例もある。

さらに近年では、域内投資、雇用の促進を事

業目的としたプレイス・メイキングを担う組

織が観光振興に取り組む事例もみられる。こ

れらの地域では観光振興による影響を多様な

主体に直接的に帰着するものとしており、住

民への還元を旅行産業の発展にともなう波及

として捉える米国とは異なるといえる。

さて、日本版 DMOの経営に立ち戻ると、

大都市では訪問者数も多く、高い収益も見込

めることから、自立型である米国型経営が、

訪問者数が少ない地域では経営環境が厳しい

ことから自治体と協調して事業を進める欧州

型組織経営が参考になると考えられる。

(2）基盤整備とプロモーションの実施

（ア）観光資源、交通サービス等の環境整備

観光資源や交通環境の整備は、最低限行わ

なければならない必須事項であるが、近年、
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ンを指向する個人属性が異なり、旅行テーマ

と旅行者ペルソナとの対応が明らかになれ

ば、プロモーションへの活用が期待できる。

2 地域の体制整備・取り組みの方向性

旅行者ニーズの的確な把握を受けて行われ

る観光振興のための取り組み視点について、

4つの観点から考えてみたい。

(1）効果的な推進体制づくり

地域の「稼ぐ力」を引き出しながら「観光

地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵

取り役として日本版 DMO（Destination

Management Organization）が数多く設立

されている。高次元の観光振興・施策が期待

される DMOであるが、それを効果的、効率

的に運用するためには、人材育成までを含ん

だ関係者のマネジメント、財源確保、地域振

興の方向性の共有、以上の相互に関連する3

点が重要と考えられる。

さて、欧米では、すでに数多くの DMOや

TID（Tourism Improvement District）が設

置されているが、表5はその経緯や特徴、観

光振興に対する考え方を示したものである。

これらに着眼して、組織や財源と地域振興と

の方向性との関連について考えてみたい。

まず米国では、もともと当該地区の不動産

保有者・商業者の負担金をもとに、業務地区

の環境改善を試みていた BID（Business

Improvement District）制度が導入されてお

り、それを観光系の地区に適用した歴史があ

る（最初の TIDは西ハリウッドのホテル事

業者（カリフォルニア州）が形成、1992 年）。

さらに、行政からの補助金削減や行政行為の
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表4 深度游地域での旅行形態

①定番巡り(梅田、新世界など)、②グルメ
体験(新世界など)、③テーマーパーク
(USJなど)

地域旅行形態（主要立寄り地点）

大阪府

①古都巡り(清水寺、二条城など)、②紅葉
鑑賞(南禅寺など)、③抹茶体験(宇治市)京都府

①定番巡り(札幌、旭川、函館など)、②ス
キー(ニセコ)、③道央花巡り(富良野)北海道

①箱根巡り、②紫陽花観賞(北鎌倉)、③ア
ニメ(横浜･アンパンマン、湘南・スラムダ
ンク)、

神奈川
県

①定番巡り(新宿高島屋、東京タワー、浅
草)、②お台場巡り、③桜観賞(新宿御苑、
上野)、④テーマパーク(ディズニーラン
ド)、⑤アニメ(東京タワー、三鷹)、⑥花
火大会参加(隅田川、江戸川)、⑦大学文化
体験(早稲田大学、東京大学)

地域

東京都

図1 東京都・主要旅行パターンと個人属性
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期間限定の芸術祭であるトリンエンナーレの

実施など、創意工夫による資源創出と地域振

興をセットにした取り組みもみられる。ま

た、過疎地域では自家用車のシェアリング事

例もみられ、より柔軟な交通サービスの提供

も試みられている。さらに、クラウドファン

ディングによる資金確保、小規模であるもの

の社会の課題を解決しながら観光事業を生業

とするソーシャルビジネスの事例12もある。

柔軟な体制による観光振興の取り組みは、観

光振興に向けた新たなアプローチの1つとい

える。

（イ）VRや AI を駆使したプロモーション

低頻度、非日常活動のため観光目的地の情

報を旅行者は十分持ち得ない。そのため、効

果的なプロモーションは必須といえる。消費

者は、ある一定量以上の刺激を受けないと旅

行や購買といった行動・反応を生じないと言

われているため、総花的プロモーションより

も、特定のターゲットに対する重点的な仕掛

けの方が効果的といえる。

このような中で、昨今、AI（人工知能）や

VR（バーチャルリアリティ）の活用例13が散

見される。米国では、スマートスピーカーは

7600 万世帯（2020 年）に普及されると見込ま

れ、それを見越して KLM（航空会社）では旅

行のプランニングから予約までを音声ででき

るスマートアシスタンス「BB」を導入してい

る。そして、これらの進展にともないインフ

ルエンサーの活用などを含むソーシャルメ

ディアでのクチコミ効果は衰えていくとも推

察されている。また、低価格のヘッドセット

（VR）は仮想体験を促進し、強固な訪問動機

の形成に寄与する。すでに、ベストウエスタ

ンホテルズやベルリン観光局、アラスカ航空

での導入事例もあり、今後ますます導入事例

が増加するといえる。

（ウ）ストーリー設定とタビナカの重視

訪問地、宿泊場所は旅前に決定されるのに

対して、旅行中の食事場所や体験・イベント

への参加は旅中に逐次決定され、同じ旅行で

も意思決定の場面は異なる。その中で、まず

旅マエにおける旅行動機の形成と関連したス

トーリー設定を取り上げたい。小規模の観光

地域では、プロモーション規模にも制約があ

るため地域単独で旅行者に認知してもらうこ

とが困難である。また、旅行者にとって数多

くの情報処理は困難で、人間自身の認知の限

界もある。そのため、供給側と需要側双方に

とって、「ストーリーの設定」やそのための地

域連携の重要性を指摘できる。「日本遺産」14

の認定でも、「地域の歴史的魅力や特色を通

じて我が国の文化・伝統を語るストーリー」

を評価しており、文化財群を総合的に活用す

る取組みといえる。

観光における事例では、ゴールデンルート

（東京、箱根、富士山、京阪）は身近な事例で

あり、その他に国内では昇龍道（中部・北陸

地方）、杉原千畝ルート（八百津町、敦賀市、

金沢市、白川村など）が、国外ではロマンチッ

ク街道（ドイツ）、メープル街道（カナダ、旧

ヘリテージハイウェイ）、オルレ（韓国）、

European Route of Industrial Heritage（欧

州・産業遺産）などの事例が見られる。解釈

が必要な観光資源にあらかじめ切り口を与え

ることができ、認知の促進、ブランディング
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のための有効手段といえる。
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昨年夏に訪問したアムステルダム（オラン

ダ）では、昼間はそれほど多くなかったが、

夕刻以降に旅行者が街にあふれ、夜遅くまで

喧噪が続くのを目にした。それによって生活

環境が悪化し、住民の郊外移住により都心が

空洞化、都市として歪な構造になるのが問題

点との声を聞けた。長い時間続く高い利用強

度と住民生活の質の低下がオーバーツーリズ
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期間限定の芸術祭であるトリンエンナーレの
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行や購買といった行動・反応を生じないと言
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も意思決定の場面は異なる。その中で、まず

旅マエにおける旅行動機の形成と関連したス
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地域では、プロモーション規模にも制約があ

るため地域単独で旅行者に認知してもらうこ
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界もある。そのため、供給側と需要側双方に

とって、「ストーリーの設定」やそのための地

域連携の重要性を指摘できる。「日本遺産」14

の認定でも、「地域の歴史的魅力や特色を通

じて我が国の文化・伝統を語るストーリー」

を評価しており、文化財群を総合的に活用す

る取組みといえる。

観光における事例では、ゴールデンルート

（東京、箱根、富士山、京阪）は身近な事例で

あり、その他に国内では昇龍道（中部・北陸

地方）、杉原千畝ルート（八百津町、敦賀市、

金沢市、白川村など）が、国外ではロマンチッ

ク街道（ドイツ）、メープル街道（カナダ、旧

ヘリテージハイウェイ）、オルレ（韓国）、

European Route of Industrial Heritage（欧

州・産業遺産）などの事例が見られる。解釈
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州レベル（カリフォルニア州、ハワイ州）で

も、独自の工夫をしながら評価を行ってい

る。これらの組織は、さらに北米、アジア、

欧州などマーケットごとの評価値を算出し、

重点市場の設定、プロモーション戦略の策定

に活用しており、外部への説明責任と合意形

成、両面に活用している。

まとめ

本論では、観光振興とその効果発現に向け

た考え方を、需要側と供給側からの視点整

理、事例紹介とともに示した。需要側では、

旅行者の移動・意向分析から、データに基づ

いたニーズ把握、マーケティング活動の重要

性を指摘した。観光地サイドからのみの視点

ではなく、意思決定主体の思考に寄り添いな

がら取り組むことが重要といえる。

また、供給側では、効果的な推進体制づく

り、基盤整備とプロモーションの実施、観光

地の利用強度のマネジメント、事業評価を取

り上げた。プロモーションや観光地マネジメ

ントは、とかく経験と勘に頼りがちになる

が、事業評価によってチェックを行い、関係

主体の互酬性を担保しながら、継続的に観光

振興に取り組むことが重要といえる。

観光誘客のための本質といえる観光魅力を

設定することは、どのような地域を目指すの

か、という方向性の明確化に他ならない。そ

の方向性によって財源、事業が規定されるこ

ともあり、まず関係主体でそれについて合意

することが重要といえよう。
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州レベル（カリフォルニア州、ハワイ州）で

も、独自の工夫をしながら評価を行ってい

る。これらの組織は、さらに北米、アジア、

欧州などマーケットごとの評価値を算出し、

重点市場の設定、プロモーション戦略の策定

に活用しており、外部への説明責任と合意形

成、両面に活用している。

まとめ

本論では、観光振興とその効果発現に向け

た考え方を、需要側と供給側からの視点整

理、事例紹介とともに示した。需要側では、

旅行者の移動・意向分析から、データに基づ

いたニーズ把握、マーケティング活動の重要

性を指摘した。観光地サイドからのみの視点

ではなく、意思決定主体の思考に寄り添いな

がら取り組むことが重要といえる。

また、供給側では、効果的な推進体制づく

り、基盤整備とプロモーションの実施、観光

地の利用強度のマネジメント、事業評価を取

り上げた。プロモーションや観光地マネジメ

ントは、とかく経験と勘に頼りがちになる

が、事業評価によってチェックを行い、関係

主体の互酬性を担保しながら、継続的に観光

振興に取り組むことが重要といえる。

観光誘客のための本質といえる観光魅力を

設定することは、どのような地域を目指すの

か、という方向性の明確化に他ならない。そ

の方向性によって財源、事業が規定されるこ

ともあり、まず関係主体でそれについて合意

することが重要といえよう。
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